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侶
農
林
訂
果
樹
試
験
地
跡
地
に
、
市
民
の
作
用
久
し
い
鵡
八
日
投
開
の
メ
ン
施
設
の
一
つ
、
昨
日
尚
の
処
設
が

決
ま
り
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
十
月
か
ら
工
事
が
始
め
ら
i

れ
る
手
記
で
す
3

野
球
哨
は
、
ナ
イ
次
l
馳
反
中
グ
ヨ

ワ
y
ド
、
内
外
野
ス
タ
ン
ド
わ
な
ど
、
ど
の
施
設
を
H
M

て
も
八
ム
式
球
場
と
し
て
よ
く
問
鮪
さ
れ
、
川
町
内
で
も
横

慌
球
場
、
川
崎
球
崩
に
択
ぐ
立
派
な
野
球
崩
と
な
り
ま
す
ロ
特
に
、
町
山
災
公
開
凶
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
た
め
、
内

野
ス
タ
ン
ド
の
下
に
八
河
八
十
平
方
M
の
備
部
門
山
と
、

pfrA崩
等
の
地
下
に
同
r
H
L
n
J
と
η
J
J
の
防
水
増
設

AM

霞
し
ま
す
。
ま
た
、
間
保
閣
と
な
っ
て
い
る
南
側
吊
凡
げ
の
)
部
在
大
成
引
の
川
町
滋
に
よ
り
、
一
し
ら
害
事
仏
場
一

と
し
て
、
七
バ
三
十
日
か
ら
市
民
白
み
な
さ
ん
に
開
此
て
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も
初
的
て
い
公
開

さ
れ
る
緑
内
公
閣
の
敵
地
在
、
、
一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
間
b
か
て
ら
け
叫
ん
「
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
っ
ョ

一
一
百
平
方
針
、
ト
ラ
ッ
ク
イ
ニ
凸
討

の
草
刈
り
奉
仕
。

問
農
林
省
果
樹
試
験
場
跡
地
は
筑
ど
の
維
持
管
理
を
し
て
い
た
だ
き
ま

7
2月
お

B
江
陽
中
学
校
二
一
年
生

技
へ
移
転
し
て
か
ら
約
五
草
間
世
霞
し
た
。
二
百
七
十
七
人
が
卒
業
記
念
に
、
枯

さ
れ
て
い
た
た
め
、
敷
地
内
は
曜
れ
ま
た
、
七
月
一
一
一
十
自
か
ら
留
保
地
れ
草
田
佳
片
付
け
と
械
の
京
二
十
一

放
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
の
一
部
各
定
醤
理
地
と
し
て
酷
用
車
を
植
樹
ロ

し
、
払
い
ド
げ
を
受
ぽ
た
昨
年
十
一
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
開
放
す
る
マ
4
月
ロ
日
圏
詰
協
会
果
樹
部
会

月
か
ら
、
市
民
の
ボ

5
yテ
ィ
ア
に

N
し
ら
さ
ぎ
広
場
u
内
の
盤
地
や
草
二
十
人
に
よ
り
、
福
田
木
六
十
一
一
一
本

よ
り
、
草
刈
り
や
樹
木
の
手
入
れ
な
刈

P
も
、
ボ
一
ブ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
の
せ
ん
定
。

ん
の
と
協
力
を
い
た
だ
い

7
4見
沼
日
市
の
職
員
一
一
十
人
に

一
て
い
ま
す
。
よ
り
、
時
り
の
梅
田
木
二
十
七
五
白

タ
総
合
公
開
は
、
市
民
自
せ
ん
定
。

一一号
み
な
さ
ん
の
憩
い
由
広
場

7
5月
幻
自
か
ら
四
日
開
平
塚
建

殺
で
あ
わ
J

、
ふ
れ
あ
い
の
広
設
業
協
会
に
よ
り
、
土
木
掛
棋
で
し

制
覇
で
す
。
み
な
さ
ん
白
手
ら
し
さ
ぎ
広
捕
の
一
万
四
千
平
方
M
白

寸
に
よ
り
J

、
自
黙
を
生
か
し
務
地
点
作
業
。

別
た
公
簡
を
存
り
あ
げ
ま
し
円
V
6月
初
日
市
政
モ
ニ
タ
ー
一
一
十

開
ょ
う
。

ζ
ζ
に
、
協
力
し
人
に
よ
り
、
し
ら
さ
量
広
場
白
草
刈

間
て
い
た
だ
い
た
ポ
-
ブ
Y
テ
九
一
平
六
百
平
方
討
。

湯
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
を
紹
介
マ
7
月
目
白
地
区
間
盟
百
代
費
百

れ

し

志

子

。

人

に

よ

る

草

刈

り

白

予

定

。

4
円V
1月

na
市
職
員
五

vm草
刈
り
等
に
協
力
し
て
い
た
だ
け

M

百
五
十
人
が
土
輔
副
2

1

る
方
は
、
総
合
公
園
腫
務
担
当
〔
電

接
ぞ
利
用
し
て
一
万
二
千
話
幻
一
一
内
報
五
七

O
)
へ。

愛
称
H

し
ら
さ
ぎ
広
場
μ
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錦1

野
球
崩
は
、
十
九
億
八
千
二
行
万
円
れ
、
バ
y
一
ナ
リ
!
聞
は
一
子
山
ル
ァ
二
T
h白
人
の
一
日
分
の
立
転
が
収
容

の
予
算
で
十
月
か
ら
コ
事
が
的
め
ら
ク
ス
、
内
野
は

A
Tル
ッ
ク
ス
、
外
野
で
ヌ
孟
備
高
針
沖
と
、
だ
べ
広
崩
の
拙

れ
、
二
年
挫
の
昭
和
六
十
犯
一
万
の
パ
は
六
百
ル
ッ
ク
ス
の
明
る
さ
に
な
り
ま
下
に
四
百
t
F
J

と
γ
白
J
J
の
針
点
閉
を
出
血
位

成
を
臼
指
し
て
い
ま
す
。
す
ロ
駐
車
崩
は
、
野
球
掛
北
側
に
百
阿
し
て
、
一
一
一
万
二
千
五
H
人
(
五
日
分
)

公
認
陸
上
競
技
場
は
、
野
球
場
の
で
十
二
骨
収
容
の
間
車
場
が
で
き
ま
す
。
の
飲
み
水
9
4慨
保
し
ま
す
。
ま
た
、
公

日
目
見
れ
れ
品
川

MUr一
一
刊
災
害
時
の
備
蓄
間
以
内

u
rば
い
け
位
向
紅

白
炉
問

h
h。
(

北

開

半

壁

、

貯

水

機

も

れ

ね

り

れ

れ

は

れ

そ
れ
で
は
、
野
球
場
自
主
な
内
容
を
さ
韮
に
も
地
べ
た
と
お
り
、
総
日
公
そ
作
る
ス
プ
リ
ン
ク
ク
も
説
抱
苫

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
閣
は
、
防
箆
ハ
ム
闘
を
荒
担
桶
え
て
い
る
れ
、
広
域
遊
離
崩
所
と
し
て
の
安
全
性
削
農
林
折
損
酎
試
験
掛
都
地
の
開
閉
民
の
た
め
に
開
放
し
よ
う
と
、
大
商
む

グ
ラ
ワ
ン
ド
耐
震
一
万
二
千
吉
去
、
内
野
ス
タ
ン
ド
の
下
に
、
一
二
万
を
高
め
て
い
ま
す
包
部
分
量
震
を
、
一
詰
問
し
て
市
関
東
財
務
局
に
お
緑
い
し
で
い
た
と
こ

五
十
一
平
方
M
で

、

本

塁

と

セ

ン

タ

ー

ろ

、

心

よ

く

了

解

が

時

ら

れ

、

七

月

一

一

一

間
が
百
ニ
イ
M
、

本

塁

と

両

翼

開

が

九

十

日

か

ら

H

し
ら
さ
ぎ
広
場
w
と
し
て

十一

M
、

本

震

と

パ

ッ

ク

ネ

ッ

ト

間

が

利

問

で

き

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

十
八
M
で

一

公

式

球

崩

と

な

り

ま

す

。

乙

の

し

ら

さ

吉

広

場

は

、

県

道

大

島

内
野
グ
一
フ
ン
ド
は
、
ク
レ
1
舗

装

明

石

轄

の

パ

イ

ロ

ッ

ト

万

年

筆

前

か

ら

一

〈

黒

土

シ

診

)

で

外

野

は

芝

生

舗

装

で

平

境

一

盲

学

校

前

へ

ぬ

け

る

道

路

に

通

し

一
ず
J

内

抗

野

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

壌

に

た

一

ω

万
八
千
五
百
平
方
M
川
町
土
地
で

一
は
、
け
が
の
な
い
よ
う
ラ
パ
1
7
ェ

す

。

一

ン

ス

を

は

り

ま

す

。

広

場

は

、

野

球

中

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

、

内

野

ス

タ

ン

ド

は

、

世

筋

コ

ン

ク

リ

運

動

会

等

の

レ

ク

リ

ェ

!

シ

ョ

y
が
行

一

1
ト

二

階

建

で

で

、

八

千

人

が

収

容

で

え

る

一

万

平

方

訴

(

縦

・

横

笛

肘

)

の

一
き
ま
す
6

6

階

に

は

、

切

柑

士

山

崩

や

役

多

[

目

的

広

璃

と

、

現

在

あ

る

樹

木

と

自

一

員

控

筆

、

選

手

段

室

、

体

型

室

、

暗

所

黙

を

生

か

し

た

い

乙

い

の

ぽ

場

ゃ

、

ゎ

一

な

ど

が

設

け

ら

れ

、

そ

の

ほ

か

に

、

災

ん

ぱ

く

広

場

、

散

簡

白

森

、

そ

れ

に

、

一

害

時

四

た

め

の

防

災

セ

ン

タ

ー

と

備

蓄

一

潤

六

一

日

以

と

自

百

M
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ

十

意

向

且

が

盤

備

さ

れ

ま

す

。

一

一

階

に

は

、

コ

ー

ス

が

設

置

さ

れ

ま

す

。

ぜ

ひ

む

利

一

ロ

ピ

ー

や

ギ

ャ

ラ

リ

ー

、

施

盾

な

ど

が

照

く

だ

さ

い

白

一

設

け

ら

れ

ま

す

。

利

用

時

聞

は

、

話

器

宮

室

一
外
野
ス
h
m
y
R
は

、

す

べ

て

芝

生

席

で

と

し

、

愛

目

的

広

場

に

つ

い

て

は

申

一

で

八

千

へ

が

収

容

で

き

ま

す

。

ま

た

、

し

込

み

制

を

と

っ

て

い

ま

す

。

一
高
在
十
双
山
パ
ッ
ク
ス
ク
リ
J
Yが
設

多

目

的

広

璃

の

利

用

方

法

は

、

大

神

一

け

ら

れ

、

中

に

上

水

道

の

タ

ン

ク

(

百

ス

ポ

ー

ツ

広

場

等

露

育

施

設

と

同

じ

一
J
J
)

も

設

賀

さ

れ

ま

す

。

収

容

人

員

は

よ

う

に

、

時

月

一

日

白

朝

、

教

背

番

員

一
全
体
で
一
万
六
千
人
と
な
P
ま

す

。

会

陣

腎

盟

で

受

け

付

け

し

ま

す

。

)〉〉、
l

j

j

一

ナ

イ

タ

ー

璃

設

は

、

高

さ

一

一

一

十

五

・

そ

自

由

は

、

公

閤

由

利

用

方

法

に

従

十

1

4

1

t

t

t

六
M
の

照

明

塔

が

六

基

取

り

付

け

ら

つ

で

予

さ

い

。
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統
一
地
方
漫
単
曲
、
初
白
定
例
市
議
会
は
六
月
六
日
開
会
さ
れ
、
六
月
二
十
四
日
審
議
を
終
え
開
会
し
た
1

今

議
会
は
、
市
長
の
所
信
表
明
の
あ
と
、
補
註
予
算
や
、
公
務
災
害
等
審
議
会
条
例
の
制
定
な
ど
サ
七
案
件
が
哩
事

さ
れ
た
が
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
視
さ
れ
た
。
ま
た
、
青
木
助
役
の
任
期
部
f
に
伴
う
人
事
事
件
が
鍛
終
日

に
高
加
提
案
さ
れ
、
助
副
慣
に
揚
井
勝
託
、
収
入
世
に
中
村
居
…
部
氏
、
監
査
萎
福
岡
に
青
木
一
郎
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

h 

湯井勝助役

中村啓一部収入役

380年四伝統を持ち、平安調豊かな山車〈だし〉パレードや箆鎖
'" (ししおど1))を壮大にくりひろげる吋E巷まつりゃを見学しよ
うと、市民Yアーの参ヴ氾者を参事壊している。また、市民体醤の郷と
してのふれあい事業も計画されている白で、友達とあ吉秀い合わせ由

ヨえと三番加を。

。期日 9 月 5 Fi UJ) ~7BC泊。

守護参加費用 29，800内〈ノ〈ス代合む〉
。帯購入員 40人
。ふれあい事業①郷上民芸コ」ス、②郷土料建学留コ ス、c;:誕

焼コース、(l;花替の文学を訪ねて

く〉申し込み 8月 6B (土コまでに地撲づく D諜へ。電話23-1111
0コース平塚中尊寺見学花巻善大沢混損亡泊〉一一ふれあ

い事葉市内毘t学ヲYコモば大会花巻まつり見学花巻泌呆

ζおおー工場見苧一花巻発一一平壇着

市

民

輔

相

談

裳

お

1
一
一
一
一
内
線
二
九
一
品

。
人
権
法
樟
調
銭

{
7
月
四
百
〈
火
)
、

8
舟
2
日
〈

6

0
行
政
菅
槽
濡
談

F
U
時
i
m時

。
一
様
法
樺
相
談

8
月
4
日
(
木
)
、

8白
川

9
日

9
0

予
約
制
〈
電
話
で
も
可
〉
、
日
時

f
m時

。
宅
地
譲
調
敵

7
益
百
(
市
也
、
お
時
1
却
時

予
約
制
(
置
議
で
64叫
)

。
愛
記
、
供
託
、
澱
渡
相
融

8
舟

n
g
〈
舎
、
お
時
f
m時

。
住
宅
桶
談

7
月
時
百
(
火
U

、
お
時
i
時
時

。
下
請
取
引
栂
談

7
舟
幻
日
〈
木
)
、
口
時
泊
分
i
M山時

。
柑
樹
年
金
相
談

8
角
日
目
〈
京
)
、
叩
時
i
m時

。
一
融
市
民
担
談
復
古
(
た
だ
し
、
中
蕗
日
は
ロ
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
徐
〈
〉

O
消
輯
生
藩
相
談

7
内
月
間
品
百
〈
金
〉
、

8
月
5
白

AA--明日H
口

ハ
金
)
、
お
時
i
お
時

。
発
明
考
案
特
許
相
談

8
局
8
自
(
月
)
ぬ
時
f
お
時

ご利用を
務
少
年
帽
相
談
室
〈
由
民
包
ン
タ
i
一
一
階
)

抑
制

i
七一三一

月
5
金
輔
自
9
時
I
M時
土
鵬
首
は
は
時
一
ま
で

一

被

役

会

館

お

l
一一一叩一一町一一一一

。
出
品
出
」
と
稲
談
毎
週
月
曜
日
目
(
第
孟
歩
緑
〈
)
、

m時
1
刊日時

。
母
語
談
箆
胡
月
1
憲
司
9
時
1
お
時
ぬ
分

〈
〉
噛
都
議
甥
幅
血
扇
談
…
福
週
月
i
金
調
醐
日
、

9
時
;
一
日
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常
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態
型
宣
言
さ
れ
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下
で
は
、
六
月
末
ま
で
に
弐
喝
事
故
死

者
が
二
百
二
十
七
人
と
な
D
、
金
閉
山
D
Nロ
ー
ス
ト
l
a
と
な
っ
た
。
符
九

交
通
事
故
死
者
は
、
捗
持
者
と
ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど
の
一
一
輪
車
が
増
え
て
い
る
。

神
車
川
県
市
作
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安
全
対
策
協
議
合
支
は
、
例
年
夏
に
な
る
と
字
此
や
二
輪
申

の
事
散
が
治
主
る
こ
と
か
ら
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
一
一
十
自
ま
で
「
夏

の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
秒
袋
、
摘
す
る
己
と
に
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っ
た
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交
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事
故
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災

で
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a

一
人
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ず
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さ
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通
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故
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に
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う
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7 月 15日 ~16白下山下自治会

7月18日 千石河岸自治会
7月19日中古沢自惜金
7Jl20日 上吉沢自治会、下吉沢自治会

7月218 大寺分自治会
7月22日 大E王子分自治虫
7月23日 惣領分自治晶、上惣領自治金
7月25日 上町田拍虫、高野町自治会

古河・タ睡妻子lfIJ自治金

平塩ニュ」ライフ自治会

7月26日 田端自治会、怨前自治会
松葉町自治畠

7Jl27日尼沼自治会
7月28日坂戸自治畠
7月29臼 大真土西町内金
8月 1日 大真土東町第一町内会

大寓土東町第二町内会

き 8毘5日 (土)、27箆 (ニ主〕
午揖6時~9時

ところ 見附治体賓館前広場と周辺

道路

樹底内容野菜、果実、魚介類、葉子等の

即売、市民のみなさん由宇伴の

隅易、地酒、そ由儲

減雨天の場合は、夜市を中止、翌翌日 (7時

~l(蹄〉野菜、果実由喜男市苦肉<.

事務局支出量づくり課23-1111内融263

と

市へ自ζE溜主もや要望、苦情などがあったら

お気軽にお出かけをe

とき 7月28羽(;;j;:)
'141時~16時摺訪揮 5分団 E馬入〉

とき 8月4認(;;j;:)
.141時~16時代営宙T児童量飽曹熊

・ 1銀翼手~21時須賀公民館

とき豊島11錦(本〉
.101時~1車時 軍事局靖出区品館
会開時~16時浜岳神社

.1揮寺~21時花京公民館 璃務怒当広報鵠広務部
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平
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で
は
、
弱
る
く
与
す
仇
い
き
華
麗
」
歩
自
指
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
葬
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
日
約

診
、
い
た
だ
い
た
頑
金
者
中
琢
に
、
同
国
や
県
の
補
助
金
、
競
輪
事
業
金
収
益
金
、
市
由
借
ス
金
(
市
構
〉
な
ど
に
よ
hvJ趨
営
事
れ
て
い
る
。

ιpレた

更
が
市
言
語
広
ど
の
よ
う
長
わ
れ
て
い
る
の
か
お
知
ら
せ
す
る
車
、
年
二
回
広
務
警
「
財
政
状
習
袋
」
葬
っ
て
い
る
。
今
回
は

昭
和
五
十
包
牟
皮
下
半
期
〈
車
十
月
か
h

答
母
一
一
斉
ま
で
)
の
財
政
状
況
で
挙
る
。
群
し
い
内
容
は
、
市
財
政
課
に
お
+
与
ね
を
。

昭和58年7月158

収入済額 支出器等書富

3，656，693万円 3，530，020万円
2，296，官36万円 2，278，995万円
558，39宮方向 494，003万円
118，220万円 99，302万円
293，919万円 387，575万円
20，884万円 18，295万円
19，384万円 22，426万円
5，弼4万円 5，461万円

2，597万円 2，618万円
13， 116万pl 525，916万円
8，884万円 3，655万円
469，554方向 67，685万円
7，463，650方向 7，835，951万円

予算濁額

4，127，561万円
2，287，038万円
582，000万F弓
130， 537nfヰ
482，882万内
22，357万円
37，803万円
5，958万円
2，689万円
525，916万円
33，6制万円
478，598万円

計 8，717，∞3万円

会計

一綾金

競輪事業

国民慮療報確定事築

都市改造事業

下水道事襲

授業共開事業

生肉セン主」

交通災害共演事業

オ〈麗朝地方館関市場事襲

総合公趨用地獄揮事業

老人側険医療事業

病院事業

合

)JU 
聾す

特

llU 

金

昔十

税市

市債(借入金)
まちづくりを推進してい

くため、必要に応じて国や

金扇機関から、長期にわたっ

て借りるお金を市演という。

57年度借り入れた市績は
104議1216万汚で、 3月末
現在の市債現在高は、一般

会計 a特別会計を晶わせて

幻5億3774万円と在った。

生活環境づくザ
公営住宅建設事業 Z億8，251万円
浅間同地ほか公鶴事構事業 4犠4，330万円
総合公園用地買収事業 51億4，772万円
公共下水道盤輔事業 48億2，882J'jfJj
都市下水路整備事業 2イ意1，763万戸j
伊JIII'排水路整備事業 6鰭7，193万円
道路 構 bょう新設故員事業 17曙8，930万戸]
とみ埋立処分場盤情事業 (57、58)3情 751万円
し尿処理施設盤備事業 (55-57) 5摺2，330万円

福祉社会環境づくむ
福祉事業センター盤情事業
消防第3分間庁舎新改築事業
老人福祉扶助費
障害者福祉扶動費
民間保育所委託扶助費
生活様護扶助費

く諸収入>

金

一

一

喝

ち

お

一

一

一

一

る

γ
一
:

釆

ホ

一

一

耳

て

q

h

学校や体驚鎗など…

需
品
物
v
t

vL2/九
財
vL

2 2 1惜 50 9万円

536% 

(単位方向〉

構成比

26.7財
8.8両
5.0同
2.2ラ6

9.1同
36.。再
5.4匝
1.3再

2.0% 
0.2% 
1.8% 
1.5% 

予揮額

1，101，670 
362，073 
208，182 
問。676
375，258 
1，486，522 
222，854 
52，部0
82，957 
8，629 
7&0叩
60，760 

〔歳出〕
消費的経費

人件費

物件費

その他

維持補時間

桂助費

投貰約経費

公韓関

繰出金

積立金

投資及ぴ出資金

貸付金

予措費

昭和57年度一般会計予算額

入〕 構成比

2，210，切9 53.6同
436，687 10.6丙
202守242 4.9同
78，943 1. 9河
66，653 1.6% 
44，020 1.1珂
30，591 0寸7河

予算額〔歳
自主財源

市税

諸収入

輯越金

問屋乾収入

使用相及び苧費支軒

分担金及び負担金

輯入金等

韓帯財源

国車支出金

市簡

県支出金

自動車取得税交付金

地方議与税等

輯入合計

2檀5，466万円}
7槽6，782万円
3晴 432万円
11億2，074万円
2摺3，138万円
7憶2，177:万円
5惜1.896万円
5憾3，661万戸J
P儲 163万円

教務文化環境づくり
小学校ブール盤捕事業賢(56.57)
恒跡挽41出小校舎新ilJ(多食事業
中原小校舎・ Td体噺改築事業
保称大蔵小用地買収事業

古書見小校舎新改艶宗主語

Ih乙称高3金畑中校合新北築事業

大野中校舎す峨掛事業

中央公民館新島事業

仮称第2)l[!公民館新築事業

合産業経済環境づくザ
農村総合整備 Eモデルコ事業
土地改良事業

転作促進対捕特別事業

都市環境づくり
街路時備事業 6悩2，256万円
高田・北金目先民主土地区岡箆E軍事業 1，667万円
都市改造事業 10憶7，018万円

1憶3，901万円
抗議8，092万円
1憶4，453万円

4，127，561 100.0% 

防徐君毒薬の貸し出しをします

病密虫色発生時期。串期発見、早期防融

に努め、庭木、鉢物を病轡虫から守ろう。

公額縁地諜では、一般家庭を1弘元震に紡除器
具申貸し出しを行っている。

希望苫れる方は、公関隔地諜仁電話23-
1111内輯425)へ、篭話で予約申し込みを。
Eこれから輯生ずる曹車と樹木1
アメJ)カシロヒト V"':'i'クラ、ヤナギ、

ポプラ、クヲ、ミ

ズキ、カキ等

7--'rf'クガゃ Yパキ、サザンカ

X使用薬斉出立、スミチオン乳類J由1即O倍
液iJ勾詰架的八輔小学校のなでしこ栽培

⑨緑化ポスター
制豊かなまちづく P を表現したも(lY1J~-.市民白木、

市民の花を普及できるようなf尚古
。応轟噴格市内白ノj中学生

。応再現定 ①応募作品は1人 1
四X36四でたて書
宇はーイ百いれない
学年民名を醤〈

φ締め切担 9月14日仁土コ
φIl;欝先 平壇市浅間留丁9-1公撞型封地主軍
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市民体重軽の郷からは、毅替の麗滋世

市民総合体育大会種自@期日@会場
γ一一一一一一一一一ーァー一一一一一一一一ーァ一一一一一一一一一一一一ー

期日 j 金

9月4臼、 11日|市民P

9月4日、 118 I五領ケ台高校ほか

9月 48 見liH台桔育館

9月11日 |江陽中学校

9月4日、 11日!市民スポーツ広場

9月11臼 i伊勢原射撃場

9月 4日 lパールレーン

月4日 |軟式1宮球場

月4日 | 見到す台武道場

9月4日 ;平車競轍晶

月4日 l平塩溜帯高校

月11日 l 見3甘台体育館

9月 48、11日|市民スポーy広場

9fl4日 !江陽中学校

9月4日 |桃軒町庭球場

9月 48

9月 4日

9月11日

φ剣道

@ソフ

⑮射撃

守ボウリング

。軟式liI3球

⑫柔道

。自転車

.パトミン

。卓球

。サッカー

<;陸上競技

むテュス

理方〈 診永

・空宇

t態{更

惇;

夏休み期間中白特別企画として、次のとおわ親子施

設見学会を隠さきます。観光パス使用。委参加控掩斜。

合間世田 ① 8月10日(7)<) ② 8月25日〈木〉
決所要時間午前8時50分(聾合)~午棲 4 時〈解散〉

官コース 迂図書館 C記念映画〉 粗大むみ設砕処理
j昂下水処理場白寿穏 (li圭貴〉 大神環境構生セ
ンター 電々公社中嬰毘 a図書館 Cci2.:官眠症自〉
議会 粗大台み五度砕処濠場北部学校給食〈昼食〉

大神環揖簡主主セy，交一 自寿荘
官持華参ずるもの 康貴

会普加資格市内在住の親子〈子供止は、小学校 3~6
年生。殺も子同も複散司〉

会fe;耳往復ハガキに、住所、民名仁親子とも〉、年

齢、電話番号、希望コース仁①古咽〉を記入し、 7月

22日C金〉までに申し込んで〈ださい。(各先着50名〉
官申し込み先 「干254平車市浅間町9-1平器市役
所広報諜J電話23-1111C内輯315)

覇
第4月曜日一一

街愈!こ利甥できます。(楠料椅放J
開放磯怠!卓球、バドミントン、パスケッ l、、

軟式庭球(1~4時〉、ノ〈レ (4 ~ 8時〉

民各種目とも、ラケット、シャトJし、ポー)C

は必ず各自持曹を。 C体?寄鰐には用意しで
あbません/)

7 月 18沼(月〕午後 1 特~8ij寺

8 sl 8怒(月)グ
S月辺包 Ul) 11 

i里動のできる服装で書参加し、上ばきF曹の理
署拍ぐつを用意して〈ださい。 C館内は土足腰

鑓主語樟曹輯費童話31-30量目繁です。〉競技場内での歌賞は禁止です.
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7月158 29自 8月128
7月161ヨ30日
7月19臼 8月 2EJ 16臼
7 Jl19日 8t] 28 16臼
7月20日 8Jl 3 8 17臼
7月21日 8Jl4臼 18臼
7月218 8Jl48 188 
7月22尽 8Jl5 8 19臼
7月26日 8月 98 23臼
7月26日 8月9臼 23臼
7月27臼 8月10臼 24日
7 T128日 8月11臼 25日
7 Jl28日 8月11日 25日

移動図書館あおぞら号の日程

勝石けん 1 3 kg 
合成洗剤 12.65k9無~

タ有~
上自 1kg 

7001l 
薄力掛1地
1 Qパック

65m4個入

閣 1∞z
MlO個入
10mll 

18f配達

砂輔

さナラダ油

小麦粉

しょう?簡

トイレット
ペーパー

政問

鶏卵

プロパン
iTl協

• 8月 4日〈木) JII[の星座
• 8 Jl24日 E刀O 磁星をみよう (2)
時間は、いずれも18時-20時。当日は、博
物館掛学教室にお集ま白老.

台告然観察入門講'*

1;ンデムシを謁べようJ
悪意向を使った落とし穴官、シヂムシを集め、

環揖によ幻種類自違いなどを調べる。

目期日 8月18日〈木〉および23臼 α0の
2日間
・場所市内吉沢、博物館

・対象 小学校4年4百以上 20人
申し込み 8月 58までに程on置はがきで.
多数のと吉は抽せん。

会休館臼 毎週月曜日、月来

会博物棺干254浅間町12-14縁結33-5111

開設時閣は13時刻分から14時30分まで。ただし、
ふじみ男子団地艶告所は14時から15時まで。来日日は15
時から16時三たで。雨天のときは中止となる。

会盤受給涼峡衝のタベ

・8時 7月初日〈土)19時-21時
・会場文化公歯 G金館前〉
-上狭眼底典子怯今

入場自由。小中学生は探護者同伴のζ と。

台親と予の手づく世工作

飛行構・モピーノレ由紙工障で、重量と子白楽

しい笈白思い出をつ〈ろう。

・臼時 8月14日 (8)13時-16時
・対象小学生と務 50人
・討掛費翼費

'持番ずるも由ハヨテミ、ノ~、カッタ…等

・申し込み電話かな来館者

合休館尽 鑑i畠月額盟尽
合冊少年金輯

干2出浅間町12-41 鶴鰭32-7029

a 日時 7 Jl27日 Cオ()10時-15時
・会場博物館斜学教室主

・申L.jz.，み 7月22臼までに往復はがきで.
多数のときは、抽せんで30人。

合体験学習「土器を作ろうJ
世界でも比類白ない独特な縄文式土器は、

今日目臨磁器類白出発点にある.問時上ノえ

E透革赤から出土した縄文中・後期白土器を作
ってみよう。

・期臼 8月 5日、 6臼、 7日 (3日隠〉
・時間協時-16時3(分
・会場博物館掛学教室藍

・対象 殺子で、迫観3日問委参加できる方。

子供。主ノJ、学校3年生以上。 15組
$申し込み 7月23臼までに往復はが書で。
多数由ときは抽せん。

p.夏休み歯菌研究稽談会

考古、民階、歴史、生物、地韓、天文、莞

輔など由各分野について、自由研究の進め方

や資制など由相読に応じる。

‘期日 7 Jl29臼〈金〉、 8Jl19臼〈金〉
・醍め唱 1α時-15時
・場所博物館斜学控室

Ù~霊を克志会
車;由夜空を師る海軍盤たちゃ、主霊祭・星回世

望遠鏡在使って観轄するo (委参加自由〉

・7月初日 E土〉 惑星をみよう(1)

「子青てのζζろj カラ-32分
自分ocとは自分で、家事は分担するなど
を、子育てのモット」にした家庭をとらえ、

子供に対する親の聾勢について考える。

カ大;苦字本コーナー

管過の鴻苧より 3.5'倍から5倍由大ささで
印融jされ、大変読みやす〈なっている本を備

えた「大活字本コーナーJを、 1磨こども塗、
2 摺貸出室に設けている。む利用者~~
古体鱈臼 揺選月B翠日、月末
合図書書館 宇254浅間前712-41震童話31-Q415

一一~ー夏休みのご手IJfi韓 iま一一一~<
7月21日〈木)-8月30呂(1<)
・貸出筆、書考案、学習安

火~金曜臼 9時-17時50分
土、日曜日 9時-16時50分
.こども蜜

火~臼曜日 9時-16時50分
民 7月12臼から8月初日まで由夏休み期
間中、 3階夢考主芭および学聖書室は指定席

制となる。委参考塗は28席、学習室は 116
問。なお、府四指定はail喜重宮が行い、定
数以上白入室はできない。

会自然銭祭入r~~華麗
「貝化石畳調べようj

ニニ壁崩および大瀬顧の貝化石を謂ベる。 2

臼閣は野外、 1日は館内でまとめを行う。

・期臼 7 Jl27日(7)(コ、 7Jl31日〈日〉、
8月 38C水〉雨天中止
・場所大融街T虫窪、大鞭町西小曜、博物館

a 対象小学校3年生以上 30人
・申しjz.，み 7月20日までに往復はがきで。
多数白ときは抽せん。

合体重量学習「霊苦から細工J
き置からを使って虫かむなどを作ってみる，

会「戦争とこども」の本君主

ζ ども援にある本の中から、戦争に耳語する

本的150点を展示する。
・期間 8月 68(土)-8Jl14日〈日〉
・合場 こども主芸

会こどもの挟瀦会

.7月24日〈日)1匝時、 14時 2摺ホーノレ
「ヤドカI)o生活Jカラ-24分
I.!呈虫自色や形のふしぎJカヨ-30分
「ニホYザルむ母の愛Jカラー30分

• 8月14日〈臼コj(摂h 14時 3階ホーノレ
「ピッピ船にのる」カラー 1時間24分
昨母、大好評だったピッピ由駒語。 ICん
なことができたらなあJという喜多をすべてか

なえてしまう、役界→強い女の子自物語。

u挟画会 〈新華フィルム〉

ー 8Jl7臼〈臼)10時、 14時 3階ホーノレ
「年はとってもJカラー29分
3t主代、 7人努窃突における孫自教育にづい
て、祖父白役曹jを噂える。

3喜容



麟盤轄韓
聖書覇1~開 3悶受ける
・対蓄食 2裁 (24カミ月〉から4歳(48
か月〉まで由幼児向なお、接種間調曹

は 2図、3思ともお車関から8i!!1潤。
聾鯖2期 1毘受ける
・対象第1期の3函窃が終わって

から1年以上1年 6か月以内の期聞
に受ける。なお、第1期を早めに受
けて、第2績もなるべ<4歳までに

終了するようにしていただきたい。

[7月1
27日中原公民館、金自公民館、
京拘崎位民書官

28日 神EE公民館、出金田公民官官、
*掠島公民館

29日時健センター

藤会場保健セジ虫一

綴受付午後1時-2時
麗母子健康手渡本冊・別僚と筆記用

具を持葬

7月四百 57年 1月21羽-31臼生

7~ カレンダーー この箆程表を見やすい所へ

いそむらなおゆき

磯村尚之ちゃん
まな平場市小鍋島688護措 鉱研試
盤工業揖式会社にお勤めの線対芳

雄さんく29歳〉と貝j子さん (24歳
町長男九環在5か月で身長63師、
品重7.3培、 58年 1月24自主Eまれ。
農家の長男として生まれた尚之

ちゃんは7入車主藤田人気も由。お

ばあちゃんが大好きで技豆もぎ

を手伝った払おふろに入れても

らったDする。一番かわいがって

〈れるのまおじいちゃんで、パパ

とママはいつも一緒で仲j)まいい。

〈募集>i応事》宮製はがきに住所・父母の氏名・赤ちゃんの
名まえと生年月日・親四年齢 電話番号・父親白職業

を書いてお出しください。対象は1年末満の赤ちゃんです。応葬された
はがきは、毎月初日(20日消印まで〉に締め切り、翌月白広報紙こ掲載し
ます。掲載した赤ちゃんには、記念写真と掲載広報紙10出告を差しあげま
す。 く今月のpt;聾者は25人でした〉
翻晶て先・干254浅間町 9番 1号・平塩市広報課赤ちゃん募集係。

必要な知識や昨操・時限法などを学

ぶ。主治医の許可を得てから申し込

みを。

翻会場保健セジダー

翻対象および日程

• 59年 1月出産予定白方
8日、 12日

.58年10A出産予定の方 8月22臼
29日
覇軍申し込み電話で保健センター

(34-0311)へ。

離関覇聾輩聾盟盟霊童
繍対韓接種主吉田に構12か月を経過
して72か月未満の幼児唱
議接種方法調講医・病践で年聞

く7-8Aを除<)企混じて接種で
きる。接種日は底部とと相談者。

繍料金無料

隠持番するもむほ亨鑓寝手帳、保

険証

満 1麓までの赤ちゃんならどなた
でも受けられる。内容は、栄議、生

活、発宵など膏泥に調ずるζ と。

盤受付午前9時30分-10時30分
勝母子鐙康苧娠を持番

市役所B金輯窓毎月第2月曜日
・保健セYタ一 億月第 1-4ポ臨

覇軍受付 午後1時-2時
勝母子健康手輯本橋・盟JfllIと輩記黒

異を持番 ζ3か月児は本捕のみ〉

[3か月兇3
8月3日 58年 4Al日-10日生
8 A17日 58年 4!'l1l日-20，1生
8 A24日 58年4月21日-30日生
日韓児I
8 '14日 55年6月 1日-IG臼主主
8月18日 55年 6月11日~初日生
8!'l25白 55<手6月21日-30日生

轟轟轟轟麓轟轟最

生睡10か月から12か月未満の赤ち
ゃんが受ける健康診断。〈わしいζ

とは平揖揮鑓所 (32-0130)へ.

盟民権お鍋~2:道路;~:it'=I融

8月中に8か月から満1誠になる
お子さんを対象に関<.

閥会場平揖揮健所講滋

調日時 8月12臼午控1時30分から
扇母子健康苧蝦と嘩記潟県を持事

轟轟轟轟轟轟轟轟
欝対富良 2揖 6か月までの乳幼児

童富品湯平壇揮健所

富韓日手量 8月1呂、 8臼
滋時摺午前9時~均時3担分
鰯申し込み電話で平埋保健所 (32
一日130)へ予約する。できるだけ先
に乳幼児鐘掛教室置白受講者.

まず :A: .h守

と き 8月7日〈

ところ市民センター

.1鹿沼上輔調関午前10時から

・2溜密上瞬時欄午時2時から

書実箇ザト J~プザンス(l時間部分〉

おば捨て山の島〈鈴分〉

軍事輔自場合は、入揚をお節b!JずるCとも
あるりでなT'章者.また、駐車場がない自で
車での来鐙は色濃滅聖。

怒さ語 T官民tンター電話 32-2235

とき 7月28 日~8 月 213

ところ市民プラザ

。作品の貌類

絵自襲、著書、写真、影望日j等

自分で押った食器、1)プオ」ム栴詰など

内容索桂から手作!Jで製作した作品

担当 力ルチャー鞍皇軍仁市民センター内〉

電話 32-2235

員
し
た
の
で

2 

午撞

土田公民館

企自公民館

南原公民館

岡崎公民館

八幡公民館

豊田公民館

。中競公民館

。時縫センタ-

O神田公民館

。須賀公民館

。大野公民館

。化水公民館

構内公民館

。湖北公民館

保健センター
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子供たちでにぎわう市輯プール

>48く

とき 7月3013C土〉
午睡7時拍分打上げ関抽
雨天の場合は31日jこ輯廷

ところ相模111湾問
主曜平壇市観光協会

。巡回B稜 7JJ19 lJ C火)10時~1蹄即日
・ 13時~15時湊製情死/7 月22日〈金) 1ぴ時~
12時中原小学根・ 13時~15時東中原住宅襲会

所/7n23日仕二) 10時~12時神田公民露骨 13

時~15時サンシャイン平輯/7月25日〈月) 10 
時~15時釈北口仁東海大学ローターアタトクラ

ブコ /7JJ28日〈木) 10時~12時お塩研究所・

13時 -15時岩井金鴎工業/7f'J30日 C士)1α時
~1車時豊田公民館/8月 2 日仁火) 1α時-15時
駅祁口/8月5日E金) 1蹄~15時住:ru重勝滅

工業/8汚 8日仁丹) 1α時~15時市役割/8tJ

10臼 α0101時~11時半駅北口・ 12時半-14時
農協教育セYタ-/8月11日仁木) 10時~15時

Tイクマ仁平瞳中部薬剤部会)/8  n13日く:1:)
1α時~15時 金田公匡議官

一~~ご協力ありがとうございま

活向護軍工216入、八重量臨本舗29人、大車化学工
業犯人、真土地1Z41入、横眠ゴム607入、なでしζ
地区45人、震土見地区43人、パイロットプレシジョ
ン43入、パイロットプラスチァク詩人、五蘭ケ台
高校108入、駅前57人
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